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発表内容 最終処分場の安定化において、塩類の溶出は重要なメカニズムである。

廃棄物層からの塩類溶出挙動は、埋立層内部の雰囲気や埋立物との親和性、

難溶出塩の形成等、複雑な因子が影響するといわれている。そこで本研究

では、水中埋立方式の埋立時期が異なる隣接した産業廃棄物最終処分場サ

イトの浸出水中に含まれる主なイオンの濃度から、時間経過と溶出能の関

係を評価した。  
浸出水内の主要イオンは Cl,SO4,HCO3,Na,K,Ca,Mg,NH4の 8 種でイオ

ンバランスがとれることを確認した。これらのイオンの濃度変化挙動は、

埋立途中と終了後では明らかに異なった。埋立途中では、埋立廃棄物から

の塩類溶出量が浸出水に溶解して排除される量を上回るため、濃度は増加

傾向を示すが、一部のイオン種は埋立終了が近づくにつれて濃度上昇が鈍

化した。 
埋立終了後の各イオン種の濃度トレンドは 3 カテゴリーに分類された。

第１群は連続的な指数関的な濃度低下を示した Cl,Na,K であり、これらは

埋立層内部の雰囲気の影響を受けにくい、易溶出性の元素である。第２群

は連続した挙動を示さなかった SO4,Ca,Mg であり、これらは多価イオン

である共通点があり、雰囲気に影響されやすいと考えられた。第 3 群は、

時間の経過とともに濃度上昇と低下がみられた HCO3 と NH4 であり、こ

れらは有機物の生物分解が影響していると考えた。 
第１群に着目すると、埋立終了前にみられる濃度上昇の鈍化は Cl が少な

く、続いて Na,K の順で影響が大きい。埋立終了後の濃度低下の半減期を

比較すると、Cl が最も短く、続いて Na,K の順であった。この差は、廃棄

物層での各イオン種の移動しやすさが原因で、Na,K は埋立物粒子の表面

のカチオンイオン交換能により吸脱着するため、Cl に比べて溶出しにくい

ためと考えた。 
 


